
１ はじめに

海上保安庁では，航海安全の観点のみならず海

域利用の基礎ともなるデータを収集すべく，詳細

なデータが不足している海域について順次精密海

底地形調査を実施している．第十一管区海上保安

本部では，２００８年度から２０１２年度にかけて，名

護市から辺戸岬に至る沖縄島沿岸域並びに沖縄島

北西海域にある伊江島，伊平屋島及び伊是名島周

辺域において，精密な海底地形調査を実施した．

本稿では，２００８年度からの５ヶ年の海底地形

調査の概要を報告する．

２ 調査概要

２．１ 調査海域

年度毎の調査海域を Fig．１に示す．

２．２ 調査期間

平成２０年度伊江島付近海洋調査

（「おきしお」２００８／４／２１～９／２６）

平成２１年度伊平屋島付近海洋調査

（「おきしお」２００９／４／２２～６／２９，「天洋」２００９

／４／２４～５／９）
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Abstract

The１１th Regional Coast Guard Headquarters has carried out the detailed bathymetric surveys using a multi−beam

echo sounder in the area along the shore of the northwestern part of the Okinawa Island for five years from fiscal

year２００８to２０１２. These surveys revealed prominent topographic features indicating global sea level fluctuations

and presence of faults in some areas.

＊ 第十一管区海上保安本部 海洋情報調査課
Hydrographic and Oceanographic Division,１１th R. C. G. Hqs.

技報

Fig．１ Survey area.
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（「おきしお」２０１０／５／２１～８／２０）

平成２３年度伊江島付近海洋調査

（「おきしお」２０１１／５／１３～８／１９）

平成２４年度沖縄島北部西方海洋調査

（「おきしお」２０１２／５／１０～８／１５）

２．３ 調査方法

調査は第十一管区海上保安本部所属の測量船

「おきしお」及び本庁所属の測量船「天洋」によ

り実施した．各船の調査日数は「おきしお」１５１

日，「天洋」１６日である．

「おきしお」での調査では水中音速度計を使用

し，測得水深付近までの音速度プロファイルを取

得した．「天洋」での調査では水中音速度計を使

用して音速度プロファイルを取得したほか，XBT

及び XCTDによる水温・塩分測定値から計算し

て音速度プロファイルを作成した．

Fig．２ Map of survey area.
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２．４ 調査機器

使用調査機器を Table１に示す．なお，「おき

しお」のマルチビーム測深機は２００８年度末に

SeaBat８１０１から SeaBat７１０１に換装した．

３ 結果

Fig．２に全調査海域の海底地形図を示す．

沖縄県の島の周囲は一般的に珊瑚礁が発達して

おり，本報告の調査海域においては海岸線から

リーフエッジまでで１km近い幅を持つ珊瑚礁が

伊平屋島及び伊是名島の周囲や伊江島南岸，本部

半島北岸付近などで広く存在している．これらの

珊瑚礁の沖合いでは，概ね水深約６０mより浅い

海底で珊瑚質の高まりの地形が多く認められる．

一方で，急峻な斜面の海底地形も存在してい

る．伊江島北岸付近では２０°～３０°の傾斜が水深

２００m以深まで延び，沖縄島北端では辺戸岬の断

崖が６０°近い傾斜で水深約１３０mに達している．

伊江島南方の広い範囲において，海水の浸食作

用により海底が平坦面と急崖の階段状に形成され

た特徴的な地形が確認された．それらのうち特徴

が特に顕著に現れている伊江島の南方約６kmに

位置する水納曽根の海底地形を Fig．３に示す．平

坦面の水深や数は場所によって多少の違いはある

が，水納曽根では４段の平坦面が認められ，それ

ぞれが最終氷期以降の海水準の停滞期を現してい

る可能性がある．矢印で示す平坦面の水深は上か

Table１ Specifications of used installations.

Fig．３ Marine terrace to the south of Ie Island.

Fig．４ Marine terraces and paleolagoons off Iheya Is-
land.

Toru YASUHARA

－ 82－

／【Ｌ：】Ｓｅｒｖｅｒ／勝美印刷／海洋情報部研究報告　第５０号／本文／○技報　２  2013.02.28 18.24.20  Page 104 



ら順に約４０m，７０m，９０m及び１２０mである．

伊平屋島周辺においても，海水準の変動を現し

ている可能性がある海底地形が多く確認された．

その一例として伊平屋島北西岸沖の海底地形を

Fig．４に示す．２つの破線は当時の珊瑚礁で囲ま

れた礁湖の可能性がある地形を示し，それぞれの

水深は３０m～４０m付近及び５０m～７０m付近で

ある．

Fig．５に沖縄島の辺土名漁港沖で確認された特

徴的な海底地形を示す．過去に珊瑚礁の外縁に形

成された外礁とみられる高まりの地形が３本並列

しており，Fig．５に示す断面図の位置における高

まり頂部の水深は約２８m，３５m及び４０mであ

る．

Fig．６に伊是名島の西方の海底地形を示す．破

線で囲む水深約６０mの海底に，南東～北西方向

の約１４kmにわたって崖状の地形が認められる．

これは過去の地震によって形成された断層の可能

性があり，その段差は１０m～１５m程度である．

４ まとめ

今回の調査によって，沖縄島北西海域の沿岸域

の詳細な海底地形が明らかになった．調査の結

果，沖縄島周辺海域の至る所で，最終氷期から現

在までに至る過去の海面変動の痕跡や過去の地震

の痕跡を示す可能性がある海底地形が数多く発見

された．この調査結果が学術的に貴重な資料とな

ることを期待する．
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要 旨

第十一管区海上保安本部は，２００８年度から２０１２

年度までの５年間，沖縄島北西海域の沿岸域にお

いてマルチビーム測深機による精密な海底地形調

査を実施した．調査の結果，過去の海面変動や地

震の可能性を示す多くの海底地形が発見された．

Fig．５ Submerged fringe reefs off Hentona port.

Fig．６ Fault in the west of Izena Island.
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